
２０２４年１２月１７日 開催 

 

名古屋大学 記者懇談会 次第 

日時：１２月１７日（火）１２：５０～１３：５０   ＠広報プラザ 

司会：木村副総長  

 内 容 担 当 

１ 冒 頭 

 

 ・開会・本日のテーマ紹介 

 

 

木村副総長 

２   ・本学のスタートアップ戦略の進捗状況について（資料１） 

             

  

杉山総長 

武田副総長 

 

３  ・12 月、1 月の行事予定表（資料２） 

  

  （イベント案内）  

    キャンパスコンサートの開催について（12 月17 日） 

 

          

木村副総長 

４  

  

・自由懇談 

総長からの情報提供（30 分程度） 

 

 

・閉会 

 

杉山総長 

門松統括副総長 

木村副総長 

武田副総長 

藤巻副総長 

 



【資料１】

本学のスタートアップ戦略の進捗状況について



東海国立大学機構・名古屋大学の
スタートアップ施策

総長記者懇談会資料
2024年12月17日
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施策の
ポイント

目指す
アウトカ

ム

全学生に対するシームレスな起業教育
スタートアップと大学との公正・透明な協業
連携VCと協力した長期・組織的な支援、既存共同研
究の活用

国内最大拠点(STATION Ai)・海外大と連携したエ
コシステムの形成

年間50社のスタートアップを継続的に創出(2049年
度累計1,000社)

世界の持続的な成長に寄与するメガベンチャーを
創生し続ける

 1万人の雇用と1.3兆円の価値創造
寄附と再投資による知と資金との循環成長を定着 連携開設科目

当機構では、起業家教育から事業支援、海外展開に至るまで、一貫した大学発ベンチャーの育成・支援・協業を推進
するため、以下の取り組みを推進。

 2022年度：スタートアップエコシステム戦略会議を設置（座長：機構長）
 2022年度：スタートアップ共成長パッケージを策定
 2023年度：スタートアップ共成長パッケージで掲げた６領域の施策を推進する実務者との定期的な意見交換を開始

（実務者会議：1回/月） →当面の活動目標を策定

東海国立大学機構のスタートアップ戦略について

2



スタートアップ共成長パッケージ

Tongaliプラットフォーム
ディープテック ・ シ リアル イノベーションセンター

GAPファンド

少額出資
目的基金

機構VC(2)

名古屋大学・東海地区
大学広域ファンド

GAPファンド

機構VC(1)

ネットワーク

起業教育

学内施設の共有

スタートアップ・エコシムテム
「グローバル拠点都市」認定

ファシリティ

リスクマネー
ハンズオン

博士課程教育リーディングプログラム（6PG）
卓越大学院プログラム（4PG）

産学連携（NIC等） グローバルマルチ
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スタートアップ戦略 実施体制
戦略会議

総長機構長

補助金事業

施設
（産学官連携課）

GAP Fund
（産連本部）

名大産連

Tongali
（産連本部）

知財（知財部）

リスク管理
（産連本部）

岐大産連

岐大支援

名大正課
教育

Dセンター

財務

機構VC

支援基金

国際

北米
（NU Tech）

アジア
（NU SG Ltd）

事務局(1) SUP組織組成

(2)教育新カリ

(3) SIガイドライン

(4) 機構VC機関決定

(4) 支援基金設置

(4) 設備支援規定

(5) 知財規程(4) 補助金GF (6) NUS/NOC推進

(2) アントレ教育

(2) 課外アントレ教育

戦
略
会
議

実
務
者
会
議
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Tongali

起業家精神教育の地域連携

起業を教育するのではなく、課題を発見し、解決方法を構想し、それを広く社会に訴え
る力を育てる
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Tongali 東海地域 大学イノベーションエコシステム

東海地域の大学・研究機関が取り組む
アントレプレナーシップ教育と起業支援活動のためのプラットフォームの総称

Vision アイデアとテクノロジーが交わる学校
Mission 未来に繋がる価値を創り、届けることができるトンガった人材

を育成する。そして、技術を発掘、支援することにより、東海
から世界に向けて、地球・社会や人類の生活を（モノ、心を）
豊かにする。
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2027年に目指す姿
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①

②

③

教育、育成～起業支援まで、シームレスなプラットフォームを構築する。



数字で見るTongali

Tongaliに参画する
25大学発ベンチャー
累積起業数（2024
年3月現在）。

401＋

ventures
Tongaliに参画する
21大学発スタート
アップの累積資金調
達額（2024年3月
現在）。

￥146.8 

billion
Tongaliのアントレプ
レナーシッププログラム
のべ受講者数。
（2023年度）

8,220
Students

Tongaliに参画する
機関数（2024年3
月現在）。

25 University
＋

２Institutions



起業支援プログラム
“GAPファンド（スタートアップ・エコシステム共創プログラム）”
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大学の研究成果が、事業化に適しているか？スタートアップとして産業を創れるのか？の検証。
大学等発スタートアップの創出に向けた取り組みについて質・量共に充実させ、大学等発スタートアップの継続的な

創出を支える、人材・知・資金が循環するエコシステムの形成を目指していく。



Gap Fund

起業準備研究の支援

優れた基礎研究の成果の事業可用性を高める研究を支援し起業へと導く。
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起業支援プログラム
“GAPファンド（スタートアップ・エコシステム共創プログラム）”
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医療系（創薬）のみ特別枠を設定



ディープテック
シリアルイノベーションセンター

起業経済に関する正課教育
「勇気ある知識人」たるべき名古屋大学の学生が、身に着けるべき起業経済に関する素養を、学部学生から大学院生
まで一貫して教育する。
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1． 全学部に提供するアントレプレナーシップ科目

B1・
B2

B3・
B4

修士
博士

・ 「大学での学び」基礎論(B1 必修) … R5年度に実施済み。R6年度も内容を拡充
・ アントレプレナーシップ初歩(B1 必修) … R6年度に試行。R7年度に実施
・ 社会課題解決とアントレプレナーシップ（B2 選択）
・ イノベーション基礎（B2 選択）
・ シリアル・イノベーション（B2 選択）

・ アントレプレナーインターンシップ … シンガポール（NUS）JASSO海外留学支援制度採択
（240万/６ヶ月・人） R6年度より開始

・ 超学部セミナー … R７年度に向けて計画中

・ ベンチャー・ビジネス・特論および演習 … 工学研究科の現行科目。R7年度以降に全学展開予定
・ 最先端理工学実験 … 情報処理による測定のDX化に関する学生実験
・ プロダクト開発実習 … R７年度よりDIIカリキュラムから得たノウハウを全学に展開予定
・ 起業体験協働プロジェクト … R７年度よりDIIカリキュラムから得たノウハウを全学に展開予定
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大学内の
ディープテック
研究シーズ

支援者
ネットワーク

イノベーション
サロン

先端機器等の
大学設備の
貸し出し

国内外の
機関との連携

起
業
活
動

起業態度

新しい時代を
生き抜く

起業家的能力

社会共創

未来課題
発見

産学協同
教育

2． 学内外スタートアップ支援

起業活動に移った学生のために、イノベーションサロンや先端機器共用システムの運用などを実施
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１月開講予定
「価値創造」を実現する上で四位一体が不可欠。
「VC育成」は未整備。この課題を解決する。

2
0
2

4
0
3

3
0
4

1

大学教授
向け起業
支援

学生向け
起業支援

VC育成
東海国立
大学機構

VC
本プロジェクト

対象

GAPファンド
X

未整備領域
＆

50億円
ファンド

（名古屋大＆岐阜大
以外にも出資）

VC業界全体の課題と同じ

VC輩出
アカデミックな知識・実践まで

を集中学習

VCコース受講

同機構で採用投資活動

毎年○○名の新VCを輩出VCを大学で
「育成」し
自機構VCで
「採用」もする
エコシステム

毎年○名は自機構で採用同機構のテーマに基づく
投資活動

インターン

講師派遣

「VC育成」モデルのイメージ東海地区のスタート
アップエコシステム課題

3.短期集中VC講座（Dセンターによる企画）
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地域・国際連携
セントラルジャパンイノベーションエコシ

ステムの中核大学として
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 東海地域のスタートアップ支援を互いに連携して推進することを目的に基本合意書を締結。
 本合意書は、”お互いが有する施設・設備を提供するにあたり、利用条件の協議に応じる”という内容。

→今後、具体的に協議を進めていく。

STATION Ai株式会社との基本合意書締結

*1  名古屋大学発スタートアップとは・・・
(a)名古屋大学の教職員・学生が設立者又は設立に深く関与した企業。ただし、教職員・学生が退職、卒業した場合については、名古屋大学に１年以上在籍した者で、当該ベンチャー設立までの期間が1年以内のものに限る
(b)創業者の持つ技術やノウハウを事業化するために、設立5年以内に名古屋大学と共同研究等を行った企業
(c)既存事業を維持・発展させるため、設立5年以内に名古屋大学から技術移転等を受けた企業 

STATION Ai入居スタートアップ企業

 名古屋大学発スタートアップとSTATION Aiに入居するスタートアップにとって有益。
 スタートアップに優しい環境づくりをすることで、東海地域全体のイノベーション創出。

名古屋大学とSTATION Ai ㈱との
互恵的な施設・設備利用等に関する基本合意書

名古屋大学発スタートアップ企業＊1

新事業や新たな
アイデアの想起

コミュニティの形成や
ネットワーキングの機会

事業成長の
スピードアップ

新たな
ビジネスチャンス

起業しやすい環境
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（１）オフィススペース等の提供

 名古屋大学発SUにSTATION Ai内の各スペース
を、STATION Ai会員SUに機構内・学内のSU支
援施設（※コワーキングスペースに限る）を貸し出す

（一例）
・オフィススペース
・テックラボ
・イベントスペース
・展示スペース

連携事例

（２）研究設備・機器の供用 （３）通信環境の提供

 STATION Aiの建物内に、名古屋大学無線ネット
ワーク（NUWNET）*の環境を整備する。

 東海国立大学機構が保有する研究設備・機器を、外
部の人間が借りられること自体がほとんど知られ
ていない状況。

 STATION Ai会員SUに、東海国立大学機構設備・
機器共用システム（TESS）*に登録されている研究
設備・機器やスーパーコンピュータを貸し出す。

 研究の発展や新たなイノベーションの創出
 コストを抑えながら質の高い研究成果を獲得

スーパーコンピュータ

 双方に属するSU間の交流促進
 コミュニティの形成やネットワーキングの機会創出

 名大発SUをはじめとする名大関係者は、
STATION Aiにいても、大学と同じ環境で利用
できる

STATION Aiの各スペース

TESS登録機器

東海国立大学機構が保有する研究設備・機器のうち、「東海国
立大学機構設備・機器管理データベース」に登録された研究
設備・機器を基に、東海国立大学機構イノベーションコアファ
シリティステーション及び機構内の各大学が連携して、その検
索、利用及び利用料の算定等について支援を行う。

*東海国立大学機構設備・機器共用システム（TESS）とは…

出典 STATION Ai

機構・名大が有するSU支援施設のコワーキングスペース

TOIC

Dセンター

インキュベーション施設

OICX

・電子顕微鏡
・X線回折装置
・3Dプリンター など

名古屋大学構成員に向けた無線LANサービス。
名古屋大学IDとパスワードで認証した上で利用できる。 

*NUWNETとは…

名古屋大学発スタートアップ企業
名古屋大学関係者

STATION Ai会員スタートアップ

名古屋大学発スタートアップ企業

STATION Ai会員
スタートアップ
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駐日シンガポール大使とシンガポール大使館および
名古屋大学キャンパスにて

• 東南アジア８拠点に
Office & Center

• シンガポールに法人設立
し、Full time 教員を配置
（国立大学では唯一）

戦略的海外大学連携（アジア地域）
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シンガポール国立大学との戦略的パートナーシップ

起業教育連携
NUS Overseas Campus (NOC) 
日本で唯一名古屋で展開
• NUS学生スタートアップ
  （名大発中心）でインターン
• 名大生スタートアップ
（NUS発中心）でインターン

Block 71

タン学長と杉山総長 協定締結(2023.9)

スタートアップ事業オフィス相互設置
• NUSオフィス名大（NIC館）に設置
• 名大オフィスをNUSが運営するスタートアップハブ

BLOCK71に設置
• STATION Ai に NUS オフィスを設置

タン学長、杉山総長
大村知事@STATION Ai

名古屋大学SGオフィスNUS名古屋オフィス
20



スタートアップイベント＠シンガポール

シンガポールのヘイ・スイキャット副首相と杉山総長
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Central Japan Innovation Capital

機構ベンチャーキャピタル

地域・大学と一体でベンチャーの確実な成長を支える
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1

2

Central Japan 
Startup 
Ecosystem 
Consortium
愛知・名古屋・浜松
地域が産学官金一体
のスタートアップ・
エコシステム拠点を
形成

Tongali
東海地域の大学・
研究機関が取り組
むアントレプレ
ナーシップ教育と
起業支援活動のプ
ラットフォーム

STATION Ai 
日本最大規模のインキュ
ベーション施設の相互利用

東海地域の大学発ベンチャー創出育成の展開

2015
2020

2024

出典 STATION Ai
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名大星オフィス
NUSを介したグローバル展開

機構VCの設立

スタートアップ育成
５か年計画
投資額10倍

2022

大学発スタートアップは創出から育成フェーズへ
2024年は地域スタートアップエコシステムの変曲点

スタートアップエコシ
ステム戦略会議

スタートアップ共成長
パッケージ

インテグリティ管理
公正性・透明性の確保

2023

2016 2019
名古屋大学・東海地区大学広域
ベンチャーファンド
民間のVCが名古屋大学、岐阜大学、豊橋技術科学大学、名古屋工業大学、三
重大学に由来するベンチャー企業に投資するファンドを設立し、投資を開始

孫会社方式で広く

大学の知の社会実
装を促進

TIIの設立
研究開発子会社を設立
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ファンドの運用会社の概要

社名 株式会社Central Japan Innovation Capital

住所 愛知県名古屋市千種区不老町NIC311

代表者 武田 一哉

株主 株式会社Tokai Innovation Institute

設立日 2024年11月1日

資本金 3,000万円

【機構との出資関係等】 【運用会社の概要】

東海国立大学機構

株式会社Tokai Innovation 
Institute（TII）

（仮称）株式会社Central 
Japan Innovation Capital

100％出資

（仮称）東海研究開発１号
投資事業有限責任組合

100％出資

運営
GP出資

投資家

投資家

投資家

LP出資

シード企業
アーリー企

業
ミドル企業

投資

ファンドは、機構孫会社をGPとして運営
GPを孫会社とすることで、大学発スタートアップに限らず広範なスタートアップへの投資が可能
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東海国立大学機構の研究力と大学発ベンチャー

材料・半導体

モノづくり
（生産工学等）

ライフサイエンス

モビリ

情報技術

未来材料・システム研究所（IMaSS）

地域連携スマート
金型技術研究センター

トランスフォーマティブ生命分子研究所（ITbM）

糖鎖生命コア研究所（iGCORE）

One Medicine 創薬シーズ開発・育成研究教育拠点（COMIT）

COI-NEXT 
地域を次世代につなぐまいモビリティ共創拠点

デジタルユニバーシティ構想（DU構想）

モビリティ社会研究所

ナノライフシステム研究所

脱炭素社会創造センター

予防早期医療創成センター

マテリアルイノベーション研究所

低温プラズマ科学研究センター

航空宇宙生産技術開発センター

機構の研究力の周辺に多くの大学発スタートアップが活躍
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投資戦略

コアフォーカス Deep Tech × B to B

投資金額 20百万円～500百万円

投資ステージ シード（カンパニークリエーション含む）、アーリー、ミドルを中心に投資

投資手法 リード投資＋フォロー投資

投資領域 情報技術、モビリティ、材料・半導体、ライフサイエンス、モノづくり（生産工学等）、アグリ

投資対象 大学発SU に限らず、東海地域に大きなインパクトを与え得るスタートアップに投資

※「情報技術」×「モビリティ」等、各技術を融合したスタートアップへも注力投資

「Deep Tech」×「B to B」への投資を中心に、大学発スタートアップに限らず、幅広い分
野、ステージ、地域への投資を通し、社会、経済へのポジティブインパクトを志向

※必ずしも東海地域発のスタートアップである必要はないが、「東海地域に大きなインパクトを与えうる」かを判断材料の１つとします。



広くご支援をお願いします
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【資料２】

12月、1月の行事予定表



開催日 行事等の正式名称 概要(場所・時間・講演内容・講演者・入場料など)  連絡先及び内線番号 URL

11月26日(火)～
5月10日(土)
日・月曜、12/28～
1/6、1/18休館

博物館第41回企画展
「筋骨格探偵団！」

場所：博物館
時間：10：00～16：00(入館15：30まで)
入場料：無料

［関連講演会］
場所：博物館3階講義室、オンライン
時間：13：30～15：00
講演題目： 「骨の内部から探る動物の生態(仮)」(12/21)
講演者：林　昭次氏(岡山理科大学准教授)
講演題目： 「骨のカタチが物語る動物の運動適応(仮)」
(3/1)
講演者：藤原慎一(博物館講師)
講演題目： 「骨内の空洞構造から見える動物の知覚」
(3/29)
講演者：河部壮一郎氏(福井県立大学准教授)

博物館事務室
052-789-5767

https://www.num.nagoya-
u.ac.jp/exhibitions/display
/

12月17日(火)～
1月24日(金)
土、日、祝日、12/30
～1/10休館

The 36th Exhibition of ITbM Gallery
"Sunlight filtering through leaves"

場所：ITbM1階エントランスホール
時間：9：30～19：30
入場料：無料

トランスフォーマティブ
生命分子研究所
特任講師　髙橋一誠
052-789-4999

https://www.itbm.nagoya-
u.ac.jp/itbm-gallery/

12月17日(火)
Campus Concert
キャンパスコンサート2024冬

場所：豊田講堂
時間：18：00～
出演者：光行いちご氏(ピアノ)、大竹かな子氏(ピアノ)、福
田勝太氏(バイオリン)、鈴木豊大氏(パーカッション)
対象：一般
参加費：無料(事前申込不要)

Development Office
052-747-6559

https://nuss.nagoya-
u.ac.jp/s/pCdF94xe4eeTL
QF

12月18日(水)
メイク・ニュー・スタンダード
次世代研究事業
アジア・環太平洋未来創造分野セミナー

場所：文系総合館7階カンファレンスホール
時間：13：30～14：30
講演題目：「『未来をつくる』水素ビジネスの事業開発と
オープンイノベーション」
講演者：幸島公彦氏(住友商事株式会社水素事業ユニッ
ト)
参加費：無料(要事前申込)

東海国立大学機構
メイク・ニュー・スタンダー
ド次世代研究事業
アジア・環太平洋
未来創造分野事務室
aihara@agr.nagoya-u.ac.jp

https://dec.nagoya-
u.ac.jp/thinking/14632.ht
ml

12月18日(水)
Idea Stoaデジファブ機器入門
「ガーメントプリンターでものづくり！」

場所：ナショナル・イノベーション・コンプレックス(NIC)1階
Idea Stoa
時間：10：00～12：00
対象：学生、一般
参加費：無料(事前申込不要)

学術研究・
産学官連携推進本部
Idea Stoa運営事務局
ideastoa@aip.nagoya-
u.ac.jp

https://ideastoa.aip.nagoy
a-
u.ac.jp/events/garmentpri
nter20241218/

12月19日(木) 第204回防災アカデミー

場所：減災館1階減災ホール、
オンライン(Zoomウェビナー)
時間：16：30～18：00
講演題目：「住民の多様性を踏まえた対策を考えること －
私の常識はあなたの非常識かも？！－」
講演者：小山真紀氏(岐阜大学准教授／減災連携研究セ
ンター兼任・協力教員)
定員：500名
対象：一般
参加費：無料(要事前申込)

減災連携研究センター
inquiry-
academy@gensai.nagoya-
u.ac.jp

https://www.gensai.nagoy
a-u.ac.jp/?p=27766

12月19日(木) Idea Stoa LUNCH Vol.17

場所：ナショナル・イノベーション・コンプレックス(NIC)1階
Idea Stoa
時間：12：10～13：00
講演題目：「1969年頃に名古屋大学で学園紛争がありまし
た」
講演者：根本二郎(本学名誉教授)、古木龍太郎(人文学研
究科博士前期課程学生)
対象：研究者、一般
参加費：無料(事前申込不要)

学術研究・
産学官連携推進本部
Idea Stoa運営事務局
ideastoa@aip.nagoya-
u.ac.jp

https://ideastoa.aip.nagoy
a-
u.ac.jp/events/iseastoalu
nch17/

12月20日(金)
【オンライン】
第111回名大カフェ“Science, and Me”

場所：オンライン(Zoomウェビナー)
時間：19：00～20：15
講演題目：「イネのかたちと収量をつかさどる遺伝子の秘
密」
講演者：縣步美(生命農学研究科助教)
対象：一般
定員：500名
参加費：無料(事前申込不要)

学術研究・
産学官連携推進本部
outreach@t.mail.nagoya-
u.ac.jp

https://www.aip.nagoya-
u.ac.jp/research-
information/mcafe/event
111
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12月21日(土)
【オンライン】
大学IR×DX研究会第5回セミナー

場所：オンライン(Zoom)
時間：13：30～15：30
講演題目：「大学基本情報って国公立大学の学部・学科、
研究科・専攻の情報を確認できる使えるデータなんですけ
ど、使ってみたいと思いませんか？」
講演者：和嶋雄一郎(高等教育研究センター特任准教授)
対象：学⽣、⼤学教職員、その他⼤学関係者
定員：500名
参加費：無料(要事前申込)

高等教育研究センター
特任准教授　和嶋雄一郎
052-789-5691

https://web.cshe.nagoya-
u.ac.jp/event/76/

12月23日(月)
令和6年度第6回情報基盤センター
コロキウム

場所：情報基盤センター２階演習室(２０１号室)
時間：13：00～14：00
講演題目：「医用画像処理におけるデータと計算環境大規
模化に伴う変化」
講演者：小田 昌宏(情報基盤センター准教授)
対象：一般
定員：40名
参加費：無料(要事前申込)

東海国立大学機構
情報企画課
052-789-4353

https://icts.nagoya-
u.ac.jp/ja/information/eve
nt/2024-12-09-
seminar.html

12月24日(火)
【オンライン】高等教育研究センター
第222回招へいセミナー／
第9回学生支援担当者講習会

場所：オンライン(Zoom)
時間：13：00～15：00
講演題目：「名古屋⼤学における学⽣⽀援の取り組み」

講演者：鈴木健一(学⽣⽀援本部副本部⻑／学⽣相談セ

ンター⻑)

対象：学⽣、⼤学教職員、その他⼤学関係者

定員：500名
参加費：無料(要事前申込)

高等教育研究センター
准教授　安部有紀子
052-789-5692

https://web.cshe.nagoya-
u.ac.jp/event/78/

12月24日(火)
Idea Stoaデジファブ機器入門
「3Dプリンターでものづくり！」」

場所：ナショナル・イノベーション・コンプレックス(NIC)1階
Idea Stoa
時間：10：00～12：00
対象：学生、一般
参加費：無料(事前申込不要)

学術研究・
産学官連携推進本部
Idea Stoa運営事務局
ideastoa@aip.nagoya-
u.ac.jp

https://ideastoa.aip.nagoy
a-
u.ac.jp/events/3dprinter2
0241224/

12月26日(木)
遺伝子実験施設公開セミナー
「植物の構造デザインにみる生存戦略」

場所：理学南館1階坂田・平田ホール
時間：13：00～16：00
対象：一般
参加費：無料(事前申込不要)

遺伝子実験施設事務室
052-789-3086

https://www.gene.nagoya
-u.ac.jp/index.html

1月6日(月)～8日(水)
低温プラズマ科学研究センター
第3回プラズマ種子科学研究会

場所：石垣島シーサイドホテル(沖縄県石垣市)、
オンライン
対象：学生、一般
参加費：4,000円(学生)、8,000円(社会人)(他宿泊費)(要事
前申込)

低温プラズマ科学
研究センター
plasma.seed.sci@gmail.co
m

https://www.plasma.nago
ya-
u.ac.jp/news/notice/1-
2.html

1月10日(金) 全学同窓会・学士会講演会

場所：野依記念学術交流館2階カンファレンスホール
時間：16：00～17：30
講演題目：「名古屋大学での学びが、こんなに役立った」
講演者：佐々木一郎氏(ブラザー工業株式会社取締役副
会長)
対象：一般
定員：150名
参加費：無料(要事前申込)

全学同窓会事務局
052-783-1920

https://www.nual.nagoya-
u.ac.jp/lecture2024_sasaki
.html

1月18日(土)、
19日(日)

令和7年度大学入学共通テスト 場所：東山キャンパス
教育推進部入試課
052-789-5765

1月22日(水)
ジェンダー・リサーチ・ライブラリ(GRL)
ブックトーク

場所：ジェンダー・リサーチ・ライブラリ1階図書室
時間：15：00～15：30
講演題目：『母親になって後悔してる』
講演者：みお(教育発達科学研究科博士前期課程2年生)
対象：高校生以上、一般
定員：150名
参加費：無料(要事前申込)

https：//www.grl.kyodo-
sankaku.provost.nagoya-
u.ac.jp/contact

https://www.grl.kyodo-
sankaku.provost.nagoya-
u.ac.jp/archives/2613



1月23日(木)
【オンライン】
2024年度第10回B-jinセミナー

場所：オンライン(Zoom)
時間：14：30～16：00
講演題目：「数学や物理学の基礎研究者の能力が 企業
でどのように 生かされるのだろう？」
講演者：田財佳樹氏(京セラ株式会社みなとみらいリサー
チセンター)
対象：大学院生、ポスドク
定員：150名
参加費：無料(要事前申込)

https://dec.nagoya-
u.ac.jp/career/inquiry/

https://dec.nagoya-
u.ac.jp/career/information
/bsemi2024_10/

1月25日(土)、
26日(日)

2024年度
CALEアニュアル・カンファレンス

場所：アジア法交流館2階アジアコミュニティフォーラム、
オンライン(Zoom)
対象：一般
参加費：無料(要事前申込)

法政国際教育協力
研究センター
cale-jimu@law.nagoya-
u.ac.jp

https://cale.law.nagoya-
u.ac.jp/event/annual-
conference-2024

1月25日(木)

人文学研究科附属超域文化社会セン
ター(TCS)企画シンポジウム×芸術講座
「戦時における身体メディア芸術の力－
興隆・淘汰の歴史と現状」第I部 合唱実
践＆講演「スラブ音楽のきらめき」

場所：オンライン(Zoom)
時間：14：30～16：00
講師：髙谷光信氏(東京混声合唱団指揮者)
対象：中学生以上
参加費：無料(要事前申込)

人文学研究科附属
超域文化社会センター
教授　星野幸代
hoshino.yukiyo.n7@f.mail.n
agoya-u.ac.jp

https://www.hum.nagoya-
u.ac.jp/tcs/topics/index.h
tml

1月27日(土)
第13回シンクロトロン光研究センター
シンポジウム／13th NUSR Symposimu

場所：EI創発工学館FUJIホール
時間：13：00〜18：00
対象：一般
参加費：無料(要事前申込)

シンクロトロン光
研究センター
052-789-6562

https://nusr.nagoya-
u.ac.jp/?page_id=707

1月31日(金)
【オンライン】高等教育研究センター
第221回招聘セミナー／
大学IR×DX研究会第6回セミナー

場所：オンライン(Zoom)
時間：13：30～15：30
講演題目：「現役担当者が語る事務改革の光と影」
講演者：湊　涼子氏(大阪大学専門職員)
対象：学⽣、⼤学教職員、その他⼤学関係者

定員：500名
参加費：無料(要事前申込)

高等教育研究センター
特任准教授　和嶋雄一郎
052-789-5691

https://web.cshe.nagoya-
u.ac.jp/event/77/

2月15日(土)
博物館コンサートオーボエとハープ
「風と詩と共鳴 ときどき筋骨」

場所：博物館2階展示室
時間：14：00～15：00
出演者：松浦彩夏氏(オーボエ)、 小川真騎子氏(ハープ)
対象：一般
定員：70名
参加費：無料(要事前申込)

博物館事務室
052-789-5767

http://www.num.nagoya-
u.ac.jp/events/concert/#
000783

2月23日(日)～
3月3日(月)

Tongaliインド仮説検証研修

場所：インド(ハイデラバード、ベンガルール)
対象：学生
定員：若干名
参加費：無料(海外旅行保険などの諸経費は自費)

学術研究・
産学官連携推進本部
スタートアップ推進室
Tongali事務局
052-747-6490

https://tongali.net/events
/overseas-training-india-
2025/

2月24日(土)、
25日(日)、26日(月)

令和7年度一般選抜個別学力検査
前期日程

場所：東山キャンパス
(※27日は医学部医学科のみ)

教育推進部入試課
052-789-5765

3月8日(金) 大学教育改革フォーラムin東海2025
場所：東山キャンパス
時間：10：00～18：00
参加費：無料(要事前申込)

大学教育改革フォーラム
in東海2025実行委員会
tokaiforumstaff@gmail.co
m

https://sites.google.com/
view/tokaiforum/

3月13日(水)
生命農学研究科2025年度実施
大学院入試説明会

場所：農学部・生命農学研究科講義棟、A館、B館、
理農館、生物機能開発利用研究センター
時間：10：30～
参加費：無料(要事前申込)

農学部・生命農学研究科
nou-
kyomu@t.mail.nagoya-
u.ac.jp

http://www.agr.nagoya-
u.ac.jp/jukensei/j_daigakui
n_setsumei2025-03.html

https://dec.nagoya-u.ac.jp/career/inquiry/
https://dec.nagoya-u.ac.jp/career/inquiry/


2024 年 12 月 10 日 

報道機関 各位 
（名古屋教育記者会、文部科学記者会） 

名古屋大学は、国立大学法人東海国立大学機構が運営する国立大学です。 

東海国立大学機構 HP https://www.thers.ac.jp/ 

名古屋大学は、12 月１7 日（火）にキャンパスコンサート 2024 冬を開催いたします。 

本コンサートは、愛知県立芸術大学との共催により、双方の物的・人的資源を活用し、大学

間の連携をより一層強め、文化・芸術の発展に貢献する事業として 2013 年に豊田講堂ホ

ールにコンサート用グランドピアノが導入されたことをきっかけに毎年 2 回開催しておりま

す。 

今回はピアノに加え、バイオリン・パーカッションと新たな趣向を凝らしてお届けいたしま

す。ぜひ取材いただきますようお願いします。 

   記 

日   時：2024 年 12 月 17 日（火） 18：00 開演（17：30 開場） 

場   所：名古屋大学豊田講堂ホール    

対  象：一般（入場無料。事前申込不要。どなたでもご来場いただけます） 

詳   細：添付チラシ参照 

【取材を希望される方へ】 

事前申し込みは不要です。当日、受付にお越しください。 

名古屋大学 Development Office 

TEL：052-747-6559/6558     FAX：052-747-6383 

Email：kikaku@t.mail.nagoya-u.ac.jp 

「キャンパスコンサート 2024 冬」開催 

https://www.thers.ac.jp/
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